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（愛媛県立東温高等学校）
　学校番号(26）

領域 具体的目標 評価 次年度の改善方策

全ての生徒が楽しく有意義な学校生活を送って
いると実感できるよう、あらゆる教育活動で支
援に努める。

Ｂ

様々な困難を抱えて学校生活を送っている生
徒が毎年多数在籍している。生徒一人一人の
特性や意欲に応え、有意義な活動が行えるよ
う、全教職員で検討していく。

生徒の多様な進路希望に応じた教育課程につい
て検討を重ねるとともに、学習指導要領の趣旨
をふまえた、より効果的な教育課程の編成に努
める。

Ａ
新教育課程について、これまでの実践をふまえ
て、改善すべき点を明確にし、より生徒の実態に
即した教育課程となるよう、検討を重ねていく。

授業を重視した学習習慣を確立させるととも
に、全ての生徒にとって、「わかる授業」を推
進し、生徒の授業満足度100％を目指す。
（Ａ：95％以上　Ｂ：90～94％　Ｃ：85～89％
Ｄ：80～84％　Ｅ：79％以下）

Ｂ

授業を重視し、「わかる授業」を推進していくととも
に、学習成果を実感できるような評価の在り方を
工夫し、生徒の自己肯定感を高められるような工
夫を行う。

家庭学習時間の確保や授業改善を目的として
ICT活用を推進し、オンライン学習ツール活用
率100％を目指し、授業と家庭学習の連携と充
実を図る。（Ａ：99％以上　Ｂ：97～98％
Ｃ：95～96％　Ｄ：93～94％　Ｅ：92%以下）

Ｃ
オンライン学習ツールの使用頻度に学年や教科
によるばらつきがある。より効果的な活用の仕方
について検討し、更に活用を進めていく。

基礎学力を定着させるとともに、各類型・コー
スの特性を生かし、自己の在り方や生き方を考
えた高い目標を設定させ、自己実現に向けて粘
り強く挑戦させる。

Ｂ

低学年における進路指導をより充実させ、早
期から生徒に高い目標を持たせ、オンライン
学習ツールの進路研究コンテンツを活用し、
各類型・コースに合った質の高い指導を行っ
ていく。

就職に必要な学力や人間性を養わせ、インター
ンシップや企業見学などへの積極的な参加を通
して正しい職業観を身に付けさせるとともに、
地域や社会に貢献できる人材を育成する。

Ａ

確かな職業観を持たせ、望ましい生活習慣の
育成と学力の向上につなげる。また、オンラ
インツール等を利用して生徒への情報提供を
迅速に行い、主体的・積極的な就職活動をサ
ポートする。

学校の全ての生徒が活気ある充実した学校生活
を送れるよう、様々な教育活動において支援を
行った。

企業見学を奨励し、早い段階から履歴書の作成
や面接指導に関する充実した支援を行った結
果、９月末で内定率が93％、12月末時点では
96％となっている。

大学入学共通テストを受験した人文・理数類型
の55名の生徒に対し、学力のさらなる高みを目
指すよう支援した。その他の類型・商業科で
は、12月末時点で、進学希望者の98％が進学先
を決定している。

オンライン学習ツールを活用した家庭学習課題によ
り、家庭学習の充実を図ってはいるが、家庭学習時
間の増加にはつながっていない。

生徒による学校評価アンケートの学習指導に関す
る５項目全てにおいて前年度を上回っているが、授
業を重視した学習習慣の確立には至っていない。

新教育課程を生徒の実態に合ったものにしていくた
めの検討や改善を重ね定着させることができてき
た。新教育課程の趣旨をふまえた、多様な進路希
望に対応した編成をすることができている。
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※ 評価は５段階（Ａ：十分な成果があった　Ｂ：かなりの成果があった　Ｃ：一応の成果があった　Ｄ：あまり成果がなかった　Ｅ：成果がなかった）とする。

目標の達成状況評価項目

自　　　己　　　評　　　価　　　表

教育方針 重点目標

１　学科の特質と生徒の実態に即した特色のある教育
を、地域との連携を保ちながら展開する。

２　自ら学び、自ら考える力を育て、一人一人に「確か
な学び」を獲得させる教育を実践する。

３　公共の学びや体験活動に努め、広い視野を持って時
代を拓く人間性、社会性の育成を図る。

生きる力をはぐくみ、共に学び高めあう教育の推進
―社会に貢献できる人間性豊かな生徒の育成を目指して―

学 校 生 活 へ の 支 援

教 育 課 程 の 編 成

教 科 指 導 の 充 実

進 学 指 導 の 充 実

就 職 指 導 の 充 実



心のこもった挨拶の励行、端正な身だしなみの
徹底、SNS利用時のモラルの遵守、交通安全教
育の推進について、継続的に粘り強く指導し事
故0を目指す。（Ａ：０件　Ｂ：１件　Ｃ：２
～４件　Ｄ：５～７件　Ｅ：８件以上）

Ｄ

交通ルールの遵守に繋がるよう、規範意識の
向上に向けてより一層取り組んでいきたい。
また、身だしなみ・挨拶についても日常の声
掛けを大切にしていきたい。

定期的に個人面談を実施し、生徒理解に努め、
学年等での共通理解を図る。また、欠席が気に
なる生徒にはその都度、臨時家庭訪問を実施
し、家庭との連絡を密にする。

Ｂ
引き続き、教員間、学校と家庭の情報共有を
密にしていきたい。

従来の内容や在り方に固執するのではなく、伝
統を踏襲しつつ、新しいものを取り入れてい
く。また、生徒会執行部を軸とし、生徒自らが
企画・運営・参画できる学校行事が行われるよ
う支援していく。

Ａ

伝統を重んじながらも時代の変化に応じた学
校行事の方法を模索し、実行していく。生徒
からの意見を取り入れ、独自性のある学校行
事になるよう検討していく。

本校の現状を加味しながら、部活動改革を進め
るとともに、生徒自らが主体的に活動できる機
会を増やし、高い目標を目指すことのできる生
徒の育成と人格の形成を目指していく。

Ｂ

より高い目標に向かって努力することのでき
る生徒の育成を行うために、生徒と教員の信
頼関係をより深めるよう連携を強化したい。
改革については引き続き検討を重ね、方針を
打ち立てていきたい。
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人権・同和教育を推進して人権尊重の心を育
み、同和問題をはじめとする様々な人権問題の
解決を図っていくための実践力も養わせ、いじ
め0を目指す。（Ａ：０件　Ｂ：１件　Ｃ：２
件　Ｄ：３件　Ｅ：４件以上）

Ｂ

いじめを防止するため、よりよい仲間づくり
を人権・同和教育ホームルーム活動やその他
の活動の中で実施し、いじめや差別を許さな
い行動力をさらに高めていきたい。

道
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自律した個人として、また、社会の形成者とし
て、必要な道徳的価値観を身に付け、有意義な
人生を送れるように生徒の育成を図っていく。

Ｃ
生徒の道徳観念をさらに涵養するとともに、
相手のことを考慮した言動が十分できるよう
に、人道的な行動力の育成を目指したい。

安
全
教
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安全に関する意識や知識を高め、災害・事件・
事故に遭った際に適切に対応する能力を身に付
けさせるとともに、学校や地域社会に貢献でき
る実践力を養わせる。

Ｂ
防災避難訓練において、生徒に周知なしでの
訓練を実施した。今後、実際の災害時に役立
つように、さらに改善を行いたい。

教職員の勤務時間を守り、休憩時間を確保す
る。業務の効率化を図り、時間の有効活用を図
る。

Ｂ

毎月設けているノー残業デーについて、なる
べく全員が実施できるよう雰囲気作りに努
め、ワーク・ライフ・バランスの実現のため
の気運を高めたい。

毎月、衛生委員会を実施して、環境改善と教職
員の健康増進に努める。また、健康講座や健康
相談を定期的に実施することで、教職員の疲労
や心理的負担の軽減を図る。

Ａ

校内に設置している休息室等の活用を呼び掛
けるなど、今ある資源を有効活用した勤務中
のメンタルヘルスへの配慮や、ノー残業デー
の活用による定時退勤の意識を高める。

毎月実施する衛生委員会において、教職員の心
身の状況等について情報共有を行うことで、メ
ンタルヘルスの観点からの支援について検討を
行うことができた。また、管理医が健康診断を
確認して抽出した人と希望者に、管理医による
個別健康相談を行った。

グループウェアの機能を活用した情報共有や、
会議や研修に要する時間の短縮に努めた。教職
員の勤務時間外在校時間が、昨年度より約５％
減少した。

避難訓練後の講評等、安全に対する意識を向上
させるための取組を行った。また、危険を及ぼ
す可能性のある特定外来生物の連絡や火災予防
週間の案内など、適宜生徒に安全意識を高める
啓発を行った。

昨年に引き続き、社会のルールやマナーを守ろ
うとする生徒の意識の向上に努めた。言葉の選
び方などのコミュニケーション能力をもう少し
高めていく必要がある場面も見受けられた。

人権・同和教育ホームルーム活動をはじめとし
て、「人権を考える日」「人権だより」の実施
や、人権標語・ポスターの作成を通じて、人権
意識が向上し、差別を許さない行動力を育成で
きた。いじめが１件起きたが、早期に対応し、
現在解消できている。

他校との合同チームを編成するなど、可能な限
りの部活動改革に着手した。それそれの部活動
においては、より高い目標を掲げ、努力を惜し
まない姿勢が見られた。

生徒会執行部の主体的な活動が定着しつつあ
り、学校行事の企画・運営がスムースに行われ
てきている。それに呼応する形で全校生徒の学
校行事への充実感に繋がっていると考えられ
る。

面談だけではなく、学校生活において気になる
様子が見られる生徒に関しては、担任が臨時に
家庭訪問を行い、保護者との情報交換・共有に
努めることができた。

心のこもった挨拶の励行、端正な身だしなみの
徹底においては満足できるレベルである。交通
安全については、交通事故０を目標を立てたが
登下校中事故が確認できただけでも５件発生し
た。

道 徳 教 育 の 充 実

安 全 教 育 の 充 実

適 切 な 勤 務 時 間

職 場 環 境 の 整 備
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基本的な生活習慣の確立

生 徒 理 解 へ の 取 組

学 校 行 事 の 充 実

部 活 動 の 充 実

人権・同和教育の充実

※ 評価は５段階（Ａ：十分な成果があった　Ｂ：かなりの成果があった　Ｃ：一応の成果があった　Ｄ：あまり成果がなかった　Ｅ：成果がなかった）とする。


